
(社)日 本都市計画学会 都 市計画論文集 No.40-3 2005年 10月

乃 ″″確′ゲ ′ル C"P′ β々 Pll"g′応 rFr"reゲ ユψα″′怖 イθ―J,θ cり うビん 2θω

134.アメリカのマスターガーデナーとその育成プログラム受講者の意識と活動
―ワシントン州キング郡のマスターガーデナープログラム参加者へのアカ ート調査から―

A Study on the Attitudes and Activities of Master Cardeners and Master Gardeners― in―Trainig

in the United States
―Through thc Case Study to Master Cardeners andヽ4astcr Gardcncrs_in‐Training in King County,Washington―

平 田 富士男
F可lo Hirata

lnvolving citizcns in neighborhood beautiflcation and public horticulture activities is cffcctive in

enhancing community devc10pment.  Many local governments in Japan have set up training programs to

train volunteers in neighbOrhood beautiflcation.  Ho、vever, there is iittle guidance for such training

programs in Japan.  Using the United States'  Master Gardener prograna as a model for 」 apan' s
volunteer ttaining program has been considcred,and the purpose of this study is to bctter understand the

attitudcs and activities of uos, lviastcr Cardcners and Master Cardeners―in―training.  The resu!t of our

questionnaire survey indicates:1)mature aged femalc volunteers in the United States are acivc in this

program,2)a sucCessttl training program is not simply managing the training course,■ also includes a

mechanisnl to support voluntecrs in the Seld ater training has been completed.
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1 . は じ め に

住民の主体的な参画によるまちづくり活動を促進してい

くうえにおいて、「緑」は 「合意の得やすいテーマで

ある」
りこと、また、「もとより住民参加のデザイン

といえば公園のデザインが住民にとつて身近で取 り

組みやすいこともあってか、他の空間と比べてわ り

と早い段階から数多くの経験を重ねてきている」
わこ

となどから、住民に対する普及啓発を図つていく上

でかっこうの素材であるととらえられている。

このため最近では、このような緑の効果を生かし

て緑化活動をとお してまちづくりに取 り組むボラン

ティアやそのリーダーを育成する講座を開催する地

方公共団体等が増えてきた。
う

しか し、わが国ではこのような緑化ボランティア

育成のプログラム運営の歴史はまだ浅く、先進的な

海外での取 り組み等を参考にしつつ、各地域の状況

を加味 しながら手探 りでプログラムを検討 し、運営

していつているのが実情である。

このような住民の緑化活動やまちづ くり活動への

参加意識を啓発 し、さらにその中にリーダー的人材

を養成する先進的プログラムとして最近注目されて

いるものにプログラムの開始からすでに 30年以上の

歴史を有するアメリカ合衆国における 「マスターガ
ーデナープログラム」がある。このプログラムは、

全米各州の州立大学の地域協働センター(cOoperatやe

Ettentton Center)が運営するボランティア育成および

活動参加促進のプログラムで 「園芸 ・緑化等に関す

る知識 ・技術をもつてコミュニティの環境改善のた

めボランティア活動を行 う人材を育成する講座」と
「その講座修了後のボランティア活動への参加を促
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進する取 り組み」および 「マスターガーデナーの称

号管理を行 う一連の仕組み」からなっている。

この人材育成プログラムについては、数年前から

個別にマスターガーデナーの活動事例紹介をつ うじ

てそのプログラムの概要が紹介され始め り〕°
、さら

に平田
めにより全米各州のプログラム内容が比較整

理された。

しかし、これ らの研究はプログラム運営者側にた

つてみて、プログラムの内容やその運営方法を調査

研究したものが中心であり、プログラムの受講者あ

るいは修了してマスターガーデナー として活動 して

いる人々の意識や実際の活動内容など、市民の側か

らその意識等を客観的に調査 した研究はまだない。

そこで、本研究ではプログラムの 「受け手側」に

視点をおき、アメリカの市民がどのような意識をも

ってこのプログラムに応募 し、また、修了後 どのよ

うな意識をもつてどのような活動にどのくらい参加

しているのかを、プログラム参加者に対するアンケ
ー トから客観的に把握すること、また、それ らのデ
ータとプログラムや教育カリキュラムと比較 し、ど

のようなプログラムやカ リキュラム構成が効果を発

揮 しているのかをさぐり、わが国における緑化ボラ

ンティア育成プログラム検討の参考に資そ うとする

ものである。

なお、ここでは上記のような講座運営からその後

のボランティア活動参加促進策まで含めた一
連の取

り組みを 「プログラム」と称 し、ボランティア育成

のための 「講座」は、そのプログラムの一部をなす

ものとして用いる。
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